
「人と自然がいきいきと調和し、真の豊かさと幸せを実感できる山形」

令和３年度 県政運営の基本的考え方

第4次山形県総合発展計画(R2～概ね10年間) の推進第4次山形県総合発展計画(R2～概ね10年間) の推進

１．次代を担い地域を支える人材の育成・確保１．次代を担い地域を支える人材の育成・確保

２．競争力のある力強い農林水産業の振興・活性化２．競争力のある力強い農林水産業の振興・活性化

３．高い付加価値を創出する産業経済の振興・活性化３．高い付加価値を創出する産業経済の振興・活性化

４．県民が安全・安心を実感し、
総活躍できる社会づくり

４．県民が安全・安心を実感し、
総活躍できる社会づくり

５．未来に向けた発展基盤となる県土の整備・活用５．未来に向けた発展基盤となる県土の整備・活用

政策の柱

施策展開にあたり重視する視点
～ ポストコロナを見据えて ～
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第４次山形県総合発展計画
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新型コロナウイルス感染症をはじめとする
社会経済の大きな変化

新型コロナウイルス感染症をはじめとする
社会経済の大きな変化

○「新しい生活様式」の実践と定着
感染防止対策（マスクの着用、手洗い・手指消毒、「３密」
の回避等）の徹底など日常のあり方が変化

○経済への深刻な影響
○デジタル化の加速

様々な分野でのリモートサービスの活用・定着
くらし:キャッシュレスやｅコマースの普及など
しごと:オンライン会議やテレワークの導入など

○集中型から分散型へ
大都市一極集中のリスク顕在化による地方分散への関心の
高まり

○自然災害の激甚化・頻発化
令和２年７月豪雨による最上川氾濫など、自然災害の激甚
化・頻発化を受けた社会資本整備の重要性の高まり

１ふるさと山形力の向上
～郷土愛を醸成し、みらい創造にチャレンジする環境づくり～
１ふるさと山形力の向上
～郷土愛を醸成し、みらい創造にチャレンジする環境づくり～

２やまがた強靭化２やまがた強靭化

３農林水産業の振興・活性化３農林水産業の振興・活性化

４産業経済の振興・活性化４産業経済の振興・活性化

５保健・医療・福祉の充実等による
安全・安心な社会づくり

５保健・医療・福祉の充実等による
安全・安心な社会づくり

○ ソフト・ハード両面における防災力の強化
○ 道路・鉄道・空港・港湾など社会資本整備

の更なる促進
○ 地域公共交通ネットワークの充実強化
○ 市町村をはじめとする県内外との広域連携の強化

○ スマート農業の推進・高度な農業経営人材
の育成

○ ｅコマースやオンライン等を活用した農林
水産物の販売促進

○ 「やまがた森林ノミクス」の加速

○ 産業イノベーションの創出
○地域産業のデジタル化促進
○雇用の創出に向けたスタートアップ支援
○精神文化・地域資源の活用による観光・交流
の拡大

○医療・福祉分野におけるデジタル化推進や提供
体制の確保

○がんなど生活習慣病対策の強化
○運動・体操・音楽等を活用した健康づくりの促進
○自殺や虐待、ＤＶ、引きこもり等への対策の強化

○ 本県の豊かな地域資源を活用した移住・定住の促進
○ テレワークなど働き方改革の推進と女性の

賃金向上
○ 幸せな子育て・質の高い教育環境の整備
○ 文化芸術・スポーツに親しむ環境づくり
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施策の展開方向

デジタル化の推進による質の高い教育の展開、探究型学習の充実、高等教育機関における高度で実践的な教育の展開 など
リカレント教育など社会人の学びの機会の充実、文化芸術・スポーツ等に親しむ機会の充実、地域課題の解決等に向けた学びの促進 など

児童生徒が地域の魅力等について学ぶ機会の充実、若者の県内進学・就業の促進、若年女性が志向する仕事の創出、多様な創業の促進、正社員化や処遇
改善等に向けた支援の充実、首都圏等からのＵＩターンの促進 など

ワーケーションや二地域居住の推進、企業の本社機能・研究開発機能の誘致促進、兼業・副業人材の活用促進、留学生の県内就学・就職促進、
県外在住者との多様な交流による関係人口の創出・拡大 など

結婚希望の実現を後押しする取組みの強化、安心して妊娠・出産・子育てできる環境づくり、ひとり親家庭への総合的支援の強化、子どもの貧困対策、
医療的ケア児など支援を要する子どもの養育環境の整備 など

女性も男性も活躍できる環境づくり、ウーマノミクスの加速（女性の賃金上昇に向けた環境づくり）、働き方改革の推進、テレワークの導入促進、アクティブ
シニアの活躍拡大、若者による地域づくりへの参画の促進 、障がい者がいきいきと暮らせる社会の実現 など

トップランナーを目指す経営体の育成、農林業専門職大学の開学に向けた取組みの推進、ドローンや先端技術を活用したスマート農業の推進、
低コスト・高付加価値化に向けた生産・経営基盤の整備、農業の労働力不足対策の推進 など

「つや姫」「雪若丸」をはじめとする農畜産物のブランド化の推進、大規模園芸団地化による園芸作物の振興、さくらんぼ・フルーツ県やまがたの情報発信、
オンライン商談会やｅコマースなどの活用促進による販路拡大、６次産業化の推進 など

林業経営を担う人材の育成・確保、木材安定供給体制の確立、住宅・民間施設の県産木材の利用促進、林工連携等による新製品開発支援 など
生産基盤の整備・強化、蓄養や高鮮度保持技術の活用による高付加価値化・ブランド化、担い手の育成・確保、県産水産物の利用拡大 など

安定的な医療・福祉提供体制の確保、医療・福祉分野におけるデジタル化の推進や先端技術の活用推進、生活習慣の
改善に向けた「オールやまがた」による健康づくりの推進、総合的ながん対策の推進、地域住民が参画する支援・相談の仕組みの構築、総合的な自殺対策の推進 など

・高齢者・障がい者等の虐待防止及びDV防止対策の強化、消費者保護の推進、犯罪の予防・検挙の強化、交通事故防止のための取組みの強化 など
ひきこもり相談支援体制の強化、社会参加に困難を有する子どもや若者の居場所づくり など
地域づくり人材の育成、地域課題の解決に向けた効果的な取組みの推進 など

地域や学校等における防災教育の充実など自助・共助・公助による地域防災力の強化、河川管理者など関係機関が連携した治水対策の推進、災害に
備えた社会資本整備の充実、災害ボランティアとの連携による被災者支援の推進、応援協定締結企業・団体等との連携による被災地の応急復旧等の推進、災害復旧の推進、雪に強い地域づくり など

行政手続き・サービスのデジタル化の推進、デジタル化を推進するための人材育成、暮らしの質の向上につながるデジタル化の取組みの促進 など
ポストコロナを見据えた国際ネットワークの形成促進と国内広域交通ネットワークの充実・強化（高速道路等の整備、奥羽・羽越新幹線の

整備実現に向けた取組みなど鉄道の機能強化、滑走路延⾧など空港の機能強化に向けた検討、酒田港の機能強化など）、持続的な地域公共交通ネットワークの構築・強化 など
ＳＤＧｓに貢献するゼロカーボン社会の構築に向けた取組みの推進、自然環境・文化資産の保全・活用・継承推進、再生可能エネルギーの導入拡大 など

魅力あるまちづくりの推進、豊富な地域資源を活用した農山漁村地域の維持・活性化 など
県のインフラ等の計画的補修・更新等の推進、地域や企業・団体との協働による公共施設等の維持管理の推進 など

市町村や近隣県、ＮＰＯ等との連携強化に向けた定期的な情報交換の実施 など

県内企業のＩｏＴ・ＡＩ・ロボット等の導入・活用支援、世界最先端技術を核とした産業集積の促進、医工連携の更なる推進、成⾧期待分野への
参入促進、次代を担う産業人材の育成・確保、若者の起業マインドの醸成、コワーキングスペースのネットワーク化、スタートアップ（創業）の促進 など

新型コロナの影響を受けた県内事業者の事業継続・雇用維持等への支援、事業承継の促進、感染防止に係る医療資機材の県内生産・供給
体制の整備推進、オンライン商談会やｅコマースなどの活用促進による販路拡大、県産品の輸出拡大、企業のデザイン力の強化、県産品のブランドイメージの向上・定着 など

新型コロナの影響からの観光需要回復策の推進、
ＤＭＯ等による観光地ブランド化の推進、ポストコロナを見据えたインバウンドの推進（精神文化や雪などの地域資源を活用した観光誘客など）、文化・スポーツ等の活用促進 など


